
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育情報紙コラボ 令和４年度第２号 令和４年１１月１０日発行 調布市教育委員会 

令和 4 年度  

 「わたしが考える未来の調布」 

   
 

コラボは、青少年教育に関するイベント情報や家庭教育のヒントを掲載しています！ 

平成１０年度の「子ども市議会」に始まり、平成１２年度からは「調布っ子夢会議」、平成２８

年度から名称を新たに「調布っ子“夢”発表会」として、今年で２２回目の開催となります。 

子どもたちに自由で夢のある意見発表の機会を提供するとともに、活動を通して、まちづくりへ

の参加意識を高めることを目的に開催しています。 

調布っ子“夢”発表会 

市内に在学の小学５年生１０人が、自由で夢のある意見を発表します。 
 

日 時：令和４年 11 月２７日（日）午後 2 時～３時 30 分 

場 所：調布市文化会館たづくり 8 階 映像シアター 

※新型ウイルス感染拡大防止のため、 

当日の来場者は関係者に限定します。 

 

発表者：第一小学校・八雲台小学校・滝坂小学校・ 

上ノ原小学校・石原小学校  計５校から各２人（小学５年生） 

 

を開催します  

 

○令和３年度の様子○ 

発表会の様子は、調布 FM 

「ラジオレター調布の教育」で放送する予定です。 

（令和 5 年２月８日、１５日、２２日、３月１日、 

いずれの日も、午後６時１０分から２０分まで） 



 

 

 

 

調布市公立学校ＰＴＡ連合会が毎年７月に開催している「中学生のための進学  

フェア」は、京王線沿線を中心とした都立高等学校約３０校が参加し、ブース  

形式による個別・グループ相談、プレゼンテーション形式による集団説明会を  

実施してきました。  

令和２年度からは、会場での開催が出来なかったため、「進学フェア on Paper」

として、ホームページで進学情報を公開しています。  

都立高等学校各校の特色や調布市からのアクセスなど、ＰＴＡ連合会進学フェア実

行委員会が独自に集めた、受験生はもちろん、中学１、２年生や保護者の皆様にも役

立つ情報が満載です。  

  次のＵＲＬ・二次元コードから、ぜひご覧ください。  

 

 

   未来をつかもう！進学フェア 202２  on paper 

（調布市立第六中学校ホームページ内）  

https://www.chofu-schools.jp/chofu6/tokushoku/documents/HPyou_singakufea2022_on_paper.pdf 

 問い合わせ：調布市公立学校 PTA 連合会   担当・山口  chofu6.pta＠ gmai l .com 

★進学フェア２０２２ on Paper のご紹介  

★家庭教育セミナーとは   

核家族化・少子化傾向の中、保護者や子どもに関わる大人が、家庭や地域の課

題・悩みを解決し、教育力を高めることを目的として実施する事業です。  

★企画・運営は  

市内各公立小・中学校のＰＴＡが、テーマ設定や運営を行っています。   

★会場は  市内の各公立小・中学校です。  

★費用は  かかりません。無料で参加できます。  

★対象は  開催校の保護者、近隣住民の方、セミナーに興味のある方、  

どなたでも参加できます。  

令和４年度は、新型ウイルス感染拡大防止及び学校教育活動への感染リスクを避ける

ため、参加対象を「開催校の保護者のみ」としています。ご了承ください。 

今年度は、７校の PTA で実施予定です。   

開催した内容は、本紙「コラボ」次号でご紹介します。  

【予定テーマ】 

・一人ひとりの「学びやすさ」を知る学習診断  

・親子で考える性教育＆ LGBTQ 

・睡眠と子どもの成長の関係         など  



 

 

 

 

二
〇
二
〇
年
１
月
、
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
私
た
ち

た
ち
の
日
常
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
こ
の
感
染

症
の
影
響
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

感
染
症
拡
大
の
第
１
期
は
、
学
校
は
余
儀
な
く

休
校
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
改
め
て
、

子
ど
も
に
と
っ
て
の
学
校
の
役
割
に
つ
い
て
見
直

し
が
迫
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
小
学
校
の
学

校
教
育
は
、
勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

休
校
に
よ
っ
て
、
生
活
体
験
を
仲
間
と
共
有
し
あ

う
場
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な

っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

心
理
学
者
エ
リ
ク
ソ
ン
は
、
小
学
校
時
代
の
発

達
課
題
と
し
て
「
勤
勉
性
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

勤
勉
性
と
は
、
周
り
の
人
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

役
割
を
、
自
発
的
に
行
動
で
き
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
自
分
の
気
が
向
く
と
き
だ
け
で
は
な

く
、
習
慣
的
に
そ
の
よ
う
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
「
勤
勉
性
」

は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
育
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

一
生
懸
命
、
勉
学
に
励
む
こ
と
で
得
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。 

コ ラ ム 

小
学
生
時
代
の
遊
び
の
意
義 

―
「
勤
勉
な
」
社
会
人
と
な
る
た
め
の
礎
づ
く
り
ー 

 

白
百
合
女
子
大
学 

人
間
総
合
学
部 

発
達
心
理
学
科 

助
教 

 

おおた ゆりこ 
 

国立病院の心療内科

の勤務を経て、現在、

白百合女子大学人間

総合学部発達心理学

科助教。 

臨床心理士、公認心

理師。 

精神分析的な理解を

基盤に、臨床活動をお

こなっています。 

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
大
人
が
子
ど
も

と
共
に
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
が
親
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
求
め
る
の

は
、
主
に
小
学
生
時
代
で
す
。
そ
の
時
に
親
が
興
味

を
持
つ
も
の
に
子
ど
も
を
導
く
こ
と
も
、
子
ど
も
の

興
味
や
関
心
の
幅
を
広
げ
る
一
つ
の
手
段
で
す
が
、

子
ど
も
の
興
味
に
、
親
が
付
き
合
う
こ
と
が
よ
り
重

要
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
親
も
子
ど
も
が
興
味
を
も

つ
こ
と
を
、
一
緒
に
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ら
に
関
心

を
い
だ
く
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時

間
は
、
親
に
と
っ
て
も
振
り
返
れ
ば
か
け
が
え
の
な

い
時
間
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

社
会
が
変
容
し
て
も
、
子
ど
も
が
、
社
会
の
一
員

に
な
る
た
め
に
、
普
遍
的
に
大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
は
、
習
い
事
や
、
塾
に
通
う
こ
と
で
は
、

習
得
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
多
く

は
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
遊
び
を
通
し
て
な
さ
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
大
人
が
そ
れ
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
、

大
事
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
大
人
の
、
こ
れ
ら

の
努
力
や
心
が
け
が
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
勤
勉
な
」

社
会
の
一
員
に
な
る
こ
と
を
促
す
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。 

「
勤
勉
性
」
は
、
小
学
校
時
代
の
友
達
同
士
で

の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
友
達
か
ら
学
び
、
ま
た

教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ち
ま
す
。
子
ど
も
同
士

で
、
算
数
の
問
題
の
解
き
方
等
の
勉
強
を
教
え
あ

う
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
昆
虫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
サ
ッ
カ

ー
に
つ
い
て
、
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
、
お
し
ゃ
れ
に

つ
い
て
等
、
子
ど
も
同
士
教
え
あ
う
、
そ
う
い
う

時
間
も
と
て
も
大
事
な
時
間
な
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
遊
び
を
通
し
て
、
生
活
体
験
を
仲
間
と
共
有

し
あ
う
こ
と
で
、
子
ど
も
が
社
会
的
に
勤
勉
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

感
染
症
拡
大
の
第
１
期
は
、
人
と
人
と
が
関
わ

り
あ
う
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
改
め
て
、
私
た
ち
は
、
人
と
接
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 
二
〇
二
二
年
10
月
現
在
は
、
学
校
生
活
の
活
動

も
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
で
も
、
感
染
症

に
よ
り
学
校
が
し
ば
ら
く
休
校
に
な
る
等
の
、
非
常

事
態
に
陥
っ
た
こ
と
に
よ
る
ひ
ず
み
が
、
散
見
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
単
な
る
学
力
の
習
得
だ
け
な
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
だ
け
で
こ
と
足
り
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
や
は
り
社
会
で
役

に
立
つ
人
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
。 

学
校
生
活
の
中
で
共
に
体
験
し
、
仲
間
と
一
緒
に

遊
ぶ
時
間
は
、
子
ど
も
が
社
会
人
に
な
る
こ
と
の
礎

を
築
く
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
な
く
し
て

は
、
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

え
ま
し
ょ
う
。 

   

学
校
は
共
同
体
の
中
で
他
者
と
交
わ
る
こ
と
を

実
地
で
学
ぶ
場
で
す
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
は
、

や
は
り
家
庭
な
の
で
す
。
学
校
か
ら
家
に
帰
れ
ば
、

そ
の
中
で
守
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
、
子

ど
も
自
身
が
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
家
庭

は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
の
場
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
と
同
時
に
子
ど
も
の
情
緒
の
発
達
の
基
盤
と
な 

太
田 

百
合
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コラボ令和４年度第２号はいかがでしたか。 

ご感想・ご意見などお寄せください。 

お待ちしております。 

● 発行／調布市教育委員会教育部社会教育課 

〒182-0026  調布市小島町 2-36-1 

TEL 042-481-7488  FAX 042-481-7739 

Ｅ-ｍａｉｌ：syakaiky@city.chofu.ｌｇ.jp 

 

   

刊行物番号 

  

２０２２－１２１ 

登録の手続きは、各小学校のＰＴＡ担当者が行っています。ご協力いただける方は、学区域の小学校へお問

い合わせください。 

なお、登録条件は次の２つを基準にお願いしています。 

(1)児童の登下校の時間帯を中心に在宅していること 

(2)オートロックマンションの方の場合、いざという時に駆け込みができないことがあるため、児童の登下校

の時間帯を中心に比較的、管理人の方が常駐していること 

商店や医療機関などの事業所の方々にもご登録をお願いしています。 

（社会教育課☎０４２－４８１－７４９０） 

「こどもの家」の登録について 

 「こどもの家」は子どもが登下校中や外で遊んでいる時に、不審者に声をか

けられたり、犯罪行為に巻き込まれそうになった際の緊急避難場所です。小学

校通学路を中心に地域の協力者の家、商店、事業所などが登録しています。 

ご家庭では、お子さんと一緒に自宅周辺や通学路上の、特に大人がいそうな

商店などの「こどもの家」の場所を確認していただくとともに、危険を感じた

ら、「こどもの家」に駆け込んで助けを求めるよう、日ごろから声掛けをお願い

します。 

 

 このプレートが目印！ 

 

 

 【１１・１２月のイベント予定】 

１１月 「風船でスクイーズをつくろう」 
１２月 「クリスマスかざりをつくろう」 

※日程などは市ホームページまたはお電話（１４時～１８時）でご確認ください。 

調布市青少年交流館は、学校や学年が違う子ども同士が 

交流できる居場所です。 

小学生・中学生・高校生は無料で利用できます。 

専門員が、利用する青少年のサポートを行っているほか、

様々なイベントを開催しています。 

開館時間や「来館時のご注意」を市ホームページでご確認

のうえ、遊びに来てください。 

 

令和５年調布市二十歳のつどい（成人式） 

人生の節目として、将来について考える機会となるつどい

の場として、令和 5 年調布市二十歳のつどい(成人式)を開催し

ます。 

※民法の一部改正に伴い、令和 4 年 4 月 1 日から成年年齢が

20 歳から 18 歳に引き下げられましたが、調布市成人式は、

従前のとおり、20 歳を対象に「調布市二十歳のつどい」とし

て名称を変更して実施します。 

【日時】 

令和５年１月９日（祝） 

第１回：午後０時３０分～ 

１時２０分（午前１１時５０分開場） 

第２回：午後３時～ 

３時５０分（午後２時２０分開場） 

【対象者】 

市内在住で平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生

まれの方。※第１回：調布中学校、神代中学校、第七中

学校、第八中学校。第２回：第三中学校、第四中学校、

第五中学校、第六中学校。卒業した中学校または住所の

学区域ごとに出席回を指定。原則指定の回に出席。介助

が必要な方以外の保護者は入場不可。 

《所在地》  調布市飛田給１－５２－１ 

《TEL・FAX》 ０４２－４８１－１１１５ 


